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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理装置であって、
　入力画像の画素ごとに、所定の色成分に基づき前記色調不良の評価量を算出する算出手
段と、
　前記評価量に基づき前記色調不良を示す画像領域を構成する候補画素を抽出する画素の
抽出手段と、
　前記候補画素が構成する所定の形状の候補領域を抽出する領域抽出手段と、
　前記候補領域の周辺領域の特徴量に関する判定を行う第一の判定手段と、
　前記第一の判定手段による判定結果に基づき前記候補領域を更新する更新手段と、
　前記更新された候補領域の周辺領域のエッジの強度に関する判定を行う第二の判定手段
と、
　前記第二の判定手段による判定結果に基づき、前記色調不良を示す画像領域を検出する
検出手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記評価量は、R成分がG成分よりも大きい画素に対して、(R - G)/Rで求めることを特
徴とする請求項1に記載された画像処理装置。
【請求項３】
　前記算出手段は、前記入力画像のRおよびG成分から前記評価量を算出することを特徴と
する請求項1に記載された画像処理装置。
【請求項４】
　前記算出手段は、前記入力画像のRおよびG成分に適用する重みに比べて小さい重みをB
成分に適用し、前記重みを適用したRおよびG成分、並びに、前記小さい重みを適用したB
成分から前記評価量を算出することを特徴とする請求項1に記載された画像処理装置。
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【請求項５】
　前記周辺領域の特徴量は、輝度、色相および彩度の何れかであることを特徴とする請求
項1から請求項4の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項６】
　前記第二の判定手段による判定は、前記更新された候補領域に対して周辺領域を設定し
、前記周辺領域の画素ごとにエッジの強度を算出し、前記エッジの強度の平均値を算出し
、前記平均値が所定値より小さい場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴
とする請求項1から請求項5の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項７】
　前記第二の判定手段による判定は、さらに、前記エッジの強度の最大値と最小値の差を
算出し、前記差が所定値より小さい場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特
徴とする請求項6に記載された画像処理装置。
【請求項８】
　前記第二の判定手段による判定は、さらに、前記エッジの強度の重心位置を算出し、前
記重心位置が前記周辺領域の中央近傍に存在しない場合、当該候補領域を候補領域から除
外することを特徴とする請求項7に記載された画像処理装置。
【請求項９】
　前記第二の判定手段による判定は、さらに、前記周辺領域内を中央領域と外部領域に分
割し、前記中央領域と外部領域それぞれの前記エッジの強度の平均値を算出し、前記中央
領域の平均値と前記外部領域の平均値の比が所定値よりも小さい場合、当該候補領域を候
補領域から除外することを特徴とする請求項8に記載された画像処理装置。
【請求項１０】
　前記第二の判定手段による判定は、さらに、前記中央領域の平均値が所定値よりも小さ
い場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項9に記載された画
像処理装置。
【請求項１１】
　前記第二の判定手段による判定は、さらに、前記外部領域の平均値が所定値よりも大き
い場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項10に記載された画
像処理装置。
【請求項１２】
　目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理装置であって、
　入力画像の画素ごとに、所定の色成分に基づき前記色調不良の評価量を算出する算出手
段と、
　前記評価量に基づき前記色調不良を示す画像領域を構成する候補画素を抽出する画素の
抽出手段と、
　前記候補画素が構成する所定の形状の候補領域を抽出する領域抽出手段と、
　前記候補領域の前記評価量と、当該候補領域の周辺領域の前記評価量に関する判定を行
う第一の判定、前記候補領域内の所定の色相の画素の前記評価量、または、所定の色成分
に関する判定を行う第二の判定、前記周辺領域の輝度に関する判定を行う第三の判定、前
記周辺領域の色相または彩度に関する判定を行う第四の判定、並びに、前記周辺領域のエ
ッジの強度に関する判定を行う第五の判定を行う領域判定手段と、
　前記領域判定手段による、前記第一から第五の判定をすべて満たす前記候補領域、また
は、前記第一から第五の判定の一部を除く判定を満たす前記候補領域を前記目の色調不良
を示す画像領域に決定する決定手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　前記評価量は、R成分がG成分よりも大きい画素に対して、(R - G)/Rで求めることを特
徴とする請求項12に記載された画像処理装置。
【請求項１４】
　前記算出手段は、前記入力画像のRおよびG成分から前記評価量を算出することを特徴と
する請求項12に記載された画像処理装置。
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【請求項１５】
　前記算出手段は、前記入力画像のRおよびG成分に適用する重みに比べて小さい重みをB
成分に適用し、前記重みを適用したRおよびG成分、並びに、前記小さい重みを適用したB
成分から前記評価量を算出することを特徴とする請求項12に記載された画像処理装置。
【請求項１６】
　前記画素の抽出手段は、注目画素の近傍に所定のウィンドウ領域を設定し、前記ウィン
ドウ領域に含まれる画素の前記評価量から閾値を決定し、前記閾値を用いて前記注目画素
の前記評価量を二値化することで前記候補画素を抽出することを特徴とする請求項12から
請求項15の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項１７】
　前記画素の抽出手段は、前記注目画素のライン上に複数の画素分の前記ウィンドウ領域
を設定することを特徴とする請求項16に記載された画像処理装置。
【請求項１８】
　前記画素の抽出手段は、前記注目画素を主走査のラインの方向に走査して候補画素の抽
出を行った後、前記ライン上を逆の方向に前記注目画素を走査して候補画素の抽出を行い
、前記二回の走査ともに抽出した画素を前記候補画素とすることを特徴とする請求項16ま
たは請求項17に記載された画像処理装置。
【請求項１９】
　前記領域抽出手段は、前記候補画素が構成する円または楕円に近い形状の領域を前記候
補領域として抽出することを特徴とする請求項12から請求項18の何れか一項に記載された
画像処理装置。
【請求項２０】
　前記領域判定手段は、前記第一から第五の判定の順に実行することを特徴とすることを
特徴とする請求項12から請求項19の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項２１】
　前記第一の判定は、前記候補領域に対して前記周辺領域を設定し、当該候補領域の前記
評価量の第一の平均値を求め、前記周辺領域を分割したブロックごとに前記評価量の第二
の平均値を求め、前記第一の平均値が、前記第二の平均値の何れかを所定倍した値より小
さい場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項12から請求項20
の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項２２】
　前記第二の判定は、前記候補領域において、色相が所定の範囲の画素から前記評価量の
平均値を算出し、前記平均値が所定の範囲にない場合、当該候補領域を候補領域から除外
することを特徴とする請求項12から請求項21の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項２３】
　前記第二の判定は、さらに、前記候補領域において、色相が所定の範囲の画素の前記評
価量の最大値および最小値を求め、前記最小値と前記最大値の比が所定の閾値よりも大き
い場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項22に記載された画
像処理装置。
【請求項２４】
　前記第二の判定は、さらに、前記候補領域の画素の前記所定の色成分の分散または標準
偏差を算出し、前記分散または標準偏差が所定の閾値よりも小さい場合、当該候補領域を
候補領域から除外することを特徴とする請求項23に記載された画像処理装置。
【請求項２５】
　前記第二の判定は、さらに、前記候補領域内の画素の前記所定の色成分の近隣画素との
絶対差分値の平均値を算出し、前記平均値が所定の閾値よりも小さい場合、当該候補領域
を候補領域から除外することを特徴とする請求項23に記載された画像処理装置。
【請求項２６】
　前記第三の判定は、前記候補領域に対して周辺領域を設定し、前記周辺領域の平均輝度
値を算出し、前記平均輝度値が所定の範囲に含まれない場合、当該候補領域を候補領域か
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ら除外することを特徴とする請求項12から請求項25の何れか一項に記載された画像処理装
置。
【請求項２７】
　前記第三の判定は、さらに、前記候補領域の所定倍の大きさの周辺領域を設定し、前記
周辺領域をブロックに分割し、前記ブロックごとに平均輝度値を算出し、前記平均輝度値
の最大、最小値を算出し、前記最大値と最小値の差が所定値より小さい場合、当該候補領
域を候補領域から除外することを特徴とする請求項26に記載された画像処理装置。
【請求項２８】
　前記第四の判定は、前記候補領域に対して周辺領域を設定し、前記周辺領域の色相が所
定の範囲の画素の割合を算出し、前記割合が所定値より小さい場合、当該候補領域を候補
領域から除外することを特徴とする請求項12から請求項27の何れか一項に記載された画像
処理装置。
【請求項２９】
　前記第四の判定は、さらに、前記周辺領域の平均彩度を算出し、前記平均彩度が所定の
範囲に含まれない場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項28
に記載された画像処理装置。
【請求項３０】
　前記第四の判定は、前記周辺領域において、彩度を明度で除算した値が所定値以下の画
素を検出し、当該画素が検出されない場合、当該候補領域を候補領域から除外することを
特徴とする請求項29に記載された画像処理装置。
【請求項３１】
　前記第五の判定は、前記候補領域に対して周辺領域を設定し、前記周辺領域の画素ごと
にエッジの強度を算出し、前記エッジの強度の平均値を算出し、前記平均値が所定値より
小さい場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項12から請求項
30の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項３２】
　前記第五の判定は、さらに、前記エッジの強度の最大値と最小値の差を算出し、前記差
が所定値より小さい場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項
31に記載された画像処理装置。
【請求項３３】
　前記第五の判定は、さらに、前記エッジの強度の重心位置を算出し、前記重心位置が前
記周辺領域の中央近傍に存在しない場合、当該候補領域を候補領域から除外することを特
徴とする請求項32に記載された画像処理装置。
【請求項３４】
　前記第五の判定は、さらに、前記周辺領域内を中央領域と外部領域に分割し、前記中央
領域と外部領域それぞれの前記エッジの強度の平均値を算出し、前記中央領域の平均値と
前記外部領域の平均値の比が所定値よりも小さい場合、当該候補領域を候補領域から除外
することを特徴とする請求項33に記載された画像処理装置。
【請求項３５】
　前記第五の判定は、さらに、前記中央領域の平均値が所定値よりも小さい場合、当該候
補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項34に記載された画像処理装置。
【請求項３６】
　前記第五の判定は、さらに、前記外部領域の平均値が所定値よりも大きい場合、当該候
補領域を候補領域から除外することを特徴とする請求項35に記載された画像処理装置。
【請求項３７】
　目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理方法であって、
　入力画像の画素ごとに、所定の色成分に基づき前記色調不良の評価量を算出する算出ス
テップと、
　前記評価量に基づき前記色調不良を示す画像領域を構成する候補画素を抽出する画素の
抽出ステップと、
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　前記候補画素が構成する所定の形状の候補領域を抽出する領域抽出ステップと、
　前記候補領域の周辺領域の特徴量に関する判定を行う第一の判定ステップと、
　前記第一の判定ステップによる判定結果に基づき前記候補領域を更新する更新ステップ
と、
　前記更新された候補領域の周辺領域のエッジの強度に関する判定を行う第二の判定ステ
ップと、
　前記第二の判定ステップによる判定結果に基づき、前記色調不良を示す画像領域を検出
する検出ステップとを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項３８】
　目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理方法であって、
　入力画像の画素ごとに、所定の色成分に基づき前記色調不良の評価量を算出する算出ス
テップと、
　前記評価量に基づき前記色調不良を示す画像領域を構成する候補画素を抽出する画素の
抽出ステップと、
　前記候補画素が構成する所定の形状の候補領域を抽出する領域抽出ステップと、
　前記候補領域の前記評価量と、当該候補領域の周辺領域の前記評価量に関する判定を行
う第一の判定、前記候補領域内の所定の色相の画素の前記評価量、および、所定の色成分
に関する判定を行う第二の判定、前記周辺領域の輝度に関する判定を行う第三の判定、前
記周辺領域の色相および彩度に関する判定を行う第四の判定、並びに、前記周辺領域のエ
ッジの強度に関する判定を行う第五の判定を行う領域判定ステップと、
　前記領域判定ステップによる、前記第一から第五の判定をすべて満たす前記候補領域、
または、前記第一から第五の判定の一部を除く判定を満たす前記候補領域を前記目の色調
不良を示す画像領域に決定する決定ステップとを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項３９】
　画像に含まれる目の色調不良を示す候補領域から前記目の色調不良を示す画像領域を検
出する画像処理装置であって、
　前記目の色調不良を示す第一の候補領域における所定の色成分に基づく前記色調不良の
評価量に関する判定、および、前記第一の候補領域の周辺領域の前記評価量に関する判定
を行う第一の判定手段と、
　前記第一の判定手段の判定結果に基づき前記第一の候補領域を第二の候補領域に更新し
、前記第二の候補領域内の画素を参照して、前記評価量または所定の色成分に関する判定
を行う第二の判定手段と、
　前記第二の判定手段の判定結果に基づき前記第二の候補領域を第三の候補領域に更新し
、前記第三の候補領域の周辺領域の画素を参照して、前記周辺領域の特徴量に関する判定
を行う第三の判定手段と、
　前記第三の判定手段の判定結果に基づき前記目の色調不良を示す画像領域を検出する検
出手段とを有し、
　前記第三の判定手段の判定における演算量は、前記第一または第二の判定手段の判定に
おける量よりも大きいことを特徴とする画像処理装置。
【請求項４０】
　前記周辺領域の特徴量は、輝度、色相、彩度およびエッジの強度の何れかであることを
特徴とする請求項39に記載された画像処理装置。
【請求項４１】
　画像に含まれる目の色調不良を示す候補領域から前記目の色調不良を示す画像領域を検
出する画像処理方法であって、
　前記目の色調不良を示す第一の候補領域における所定の色成分に基づく前記色調不良の
評価量に関する判定、および、前記第一の候補領域の周辺領域の前記評価量に関する判定
を行う第一の判定ステップと、
　前記第一の判定ステップの判定結果に基づき前記第一の候補領域を第二の候補領域に更
新し、前記第二の候補領域内の画素を参照して、前記評価量または所定の色成分に関する
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判定を行う第二の判定ステップと、
　前記第二の判定ステップの判定結果に基づき前記第二の候補領域を第三の候補領域に更
新し、前記第三の候補領域の周辺領域の画素を参照して、前記周辺領域の特徴量に関する
判定を行う第三の判定ステップと、
　前記第三の判定ステップの判定結果に基づき前記目の色調不良を示す画像領域を検出す
る検出ステップとを有し、
　前記第三の判定ステップの判定における演算量は、前記第一または第二の判定ステップ
の判定における演算量よりも大きいことを特徴とする画像処理方法。
【請求項４２】
　前記周辺領域の特徴量は、輝度、色相、彩度およびエッジの強度の何れかであることを
特徴とする請求項41に記載された画像処理方法。
【請求項４３】
　画像処理装置を制御して、請求項37、請求項38、請求項41または請求項42に記載された
画像処理を実現することを特徴とするプログラム。
【請求項４４】
　請求項43に記載されたプログラムが記録されたことを特徴とするコンピュータが読み取
り可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
本発明は、目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
本発明にかかる画像処理は、目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理であって、
入力画像の画素ごとに、所定の色成分に基づき前記色調不良の評価量を算出し、前記評価
量に基づき前記色調不良を示す画像領域を構成する候補画素を抽出し、前記候補画素が構
成する所定の形状の候補領域を抽出し、前記候補領域の周辺領域の特徴量に関する判定を
行い、前記判定のの結果に基づき前記候補領域を更新し、前記更新された候補領域の周辺
領域のエッジの強度に関する判定を行い、前記判定の結果に基づき、前記色調不良を示す
画像領域を検出することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
また、目の色調不良を示す画像領域を検出する画像処理であって、入力画像の画素ごとに
、所定の色成分に基づき前記色調不良の評価量を算出し、前記評価量に基づき前記色調不
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良を示す画像領域を構成する候補画素を抽出し、前記候補画素が構成する所定の形状の候
補領域を抽出し、前記候補領域の前記評価量と、当該候補領域の周辺領域の前記評価量に
関する判定を行う第一の判定、前記候補領域内の所定の色相の画素の前記評価量、および
、所定の色成分に関する判定を行う第二の判定、前記周辺領域の輝度に関する判定を行う
第三の判定、前記周辺領域の色相および彩度に関する判定を行う第四の判定、並びに、前
記周辺領域のエッジの強度に関する判定を行う第五の判定を行い、前記第一から第五の判
定をすべて満たす前記候補領域、または、前記第一から第五の判定の一部を除く判定を満
たす前記候補領域を前記目の色調不良を示す画像領域に決定することを特徴とする。
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